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商品名 漆喰ドカッと！ 

容 量 20㎏粉末 

塗り厚 10㎜厚 

塗布面積 約 1，2㎡／袋 

混練水量 11 リットルから少しずつ加水 

主原料 消石灰・軽量骨材・無機繊維・乾燥促進剤 

【漆喰ドカッと！】 

製品説明書 

656-1521 

兵庫県淡路市多賀 2150 

電話 :0799-85-1147 

FAX :0799-85-2030 

info@kinkikabezai.com 

近畿壁材工業株式会社 

商品概要 

木摺り下地の漆喰工事を早く美し

く仕上げるために製造した軽量厚

付け用砂漆喰です。従来の砂漆喰

の 3倍の厚みが塗り付け可能で、

厚く塗ってもダレがありません。

大きな不陸がある土蔵や土塀の補

修にも最適です。 

 

 

製品名 

特 長 

① 厚塗りが可能（10㎜厚） 

② 軽量でダレがない（従来の砂漆喰の 30％軽量） 

③ 乾燥がはやい（従来の砂漆喰の 10％速乾） 

④ 作業性が良好で不陸調整がしやすい 

http://www.kinkikabezai.com/ 
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■準備 

①下地 

 ○木摺り下地の場合 

 木摺り板は厚さ 4～5分、幅が 1寸、長さ 1間を目安とし、芯去り材、白身の製材でなるべく

乾燥したものを使用してください。胴縁の間隔は 1尺 5寸以内にし、目すかしは 3分程度を

目安に取り付けてください。                                   

施工後の剥離防止の為、木摺り板に「ひげこ」を取り付けるなど、漆喰の食いつきをよくし

てください。 

 

○土蔵や外塀の古い土壁下地の場合 

風化して弱くなっている土壁部分はすべて落としてください。その後、浸透性土壁強化剤

「土強」を塗布し土壁の強度を高め、「土強」乾燥後、施工してください。 

 

■施工要領 

 ①混練 

 ・水 11リットルで混練し、その後少しずつ加水しながら塗りやすい硬さに調整してください。

混練不足はクラック等の原因になるので、ハンドミキサーやモルタルミキサーでよく  

練ってください。 

 ・漆喰ドカッと！は練り置きはできません。使う分だけ練ってご使用ください。 

 

 ②塗り付け 

 ・材料が木摺り下地に食いつくようしっかり鏝圧をかけ、一度に 10㎜程度塗りつけてくださ

い。鏝圧が弱いと食いつきが悪くなり、剥離やクラック等の原因になります。 

 ・10㎜以上の厚みを塗る場合は、2度、3度塗りしてください。その際「城かべネット」を

全面に挟み込むとクラック対策になり効果的です。 

 

  ③養生 

 ・施工後、4日間は雨がかからないよう養生してください。 

 ・本品は中塗り漆喰です。外部施工の場合は吸水するため、完全乾燥後「城かべ撥水剤」を

塗布し保護をするか、上塗り「城かべ漆喰」などを塗って仕上げてください。 

 ・木摺りの灰汁（あく）が表面に出てきた場合は、完全乾燥後「城かべあく止めシーラー」

を塗布し、シーラー乾燥後上塗りしてください。 
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■注意事項 

□ 気温 5℃以下での施工はご遠慮下さい。硬化不良、白華の原因になります。 

□ 施工後、4日以上養生して下さい。 

□ 杉など木部へ付着しないように注意してください。変色するおそれがあります。 

□ 練り置きはできません。ご使用分のみ練ってご利用ください。 

□ 使用混練は、換気のよい場所で行って下さい。 

□ 使用後は、うがい及び手洗いを十分に行って下さい。 

□ 使用後の道具は、水洗いして下さい。 

 

■面責事項（ご理解宜しくお願いします。） 

□ 下地の状況などにより亀裂が発生する場合はあります。ご理解下さい。 

□ 下地や施工環境により、木摺りの灰汁（あく）が表面に出てくる場合があります。 

□ 漆喰ドカッと！は中塗り漆喰です。外部施工の場合は撥水剤での保護や、上塗り漆喰を 

塗らないと吸水するため、汚れが付着しやすくなります。 

 

■その他 

《応急処置》 

○目に入った場合 ･････ 直ちに大量の水で洗浄し、医師の診断を受けて下さい。 

○皮膚に付着した場合 ･････ 直ちに水でよく洗浄し、必要に応じ医師の診断を受けて下さい。 

○誤飲した場合 ･････ 大量の水を飲ませ吐かせた後、直ちに医師の診断を受けて下さい。 

《廃棄上の注意》 

各都道府県条例に基づき処理するか許可を受けた産業廃棄物処理業者に処理を委託してください。 

 


